
ＫＢを利用した授業実践報告５年生
道徳 「けいこのなやみ」

平澤 林太郎（上越教育大学大学院）



小学校５年生でのＫＢを利用した道徳実践

１ 主題名 「けいこのまよい」

（参考文献 荒木紀幸：「道徳教育はこうすればおもしろい～コールバーグ理論とその実践」,1998,
北大路書房.）

２ ねらい

本主題において、道徳的判断力を養うため
に、「信頼・友情」と「明朗・誠実」の価値の間
でおこる葛藤を取り扱う。それぞれの児童が
属する道徳的思考の段階よりも一段上の道
徳的思考に気づかせることがねらいである。



３ 指導計画

第１時：資料を読み、主人公はどうすべきか

考え、判断・理由付けをする。

第２時：第１時の判断・理由付けを、ＫＢ上の自

分のラベルを動かすことで可視化する。

その後ディスカッションを行ない、再度、

判断・理由付けをする。

ＫＢ使用



けいこはどうするべきか。意見を出そう

教師が子どもたちの意見
をラベルに書いていく



意見がすべて出たら、自分の立場を示そう

自分のラベルを動かす。



班ごとにあるパソコンを使って自分のラベル
を動かそう。

操作が苦手な子は、友だちから助けてもらおう



ラベルを全員動かしたら、ディスカッション。

話し合っているうちに考えが変わったら、自分のラベ
ルを動かして理由付けをしてみよう。



実践を終えて

子どもたちは自分の立場をＫＢ上に示すこと
により、自分の考えをはっきりともつことがで
きた。

ふだんの授業で話し合いに参加しない子ども
も自分の考えをＫＢ上に示したことにより話し
合いに積極的に参加する様子がみられた。

文字の入力は子どもたちは行わず、名前の
レベルの移動だけなので、子どもたちは容易
にコンピュータの操作を行うことができた。


